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平成１７年第１回大仙市議会定例会会議録第１号

平成１７年６月９日（木曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成１７年６月９日（木曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （１９日間）

第 ３ 議長報告 ・議員辞職の許可

・平成１６年度大仙市継続費繰越計算書

・平成１６年度大仙市繰越明許費繰越計算書

・平成１６年度財団法人大仙市開発公社決算

・平成１６年度大仙市土地開発公社決算

・西仙北温泉インター株式会社第６期（平成１６年度）決算

・株式会社協和リゾート管理公社第１０期（平成１６年度）決

算

・株式会社協和振興開発公社第１期（平成１６年度）決算

・太田町生活リゾート株式会社第１３期（平成１６年度）決算

・平成１７年度財団法人大仙市開発公社事業計画

・平成１７年度大仙市土地開発公社事業計画

・西仙北温泉インター株式会社第７期（平成１７年度）事業計

画

・株式会社協和リゾート管理公社第１１期（平成１７年度）事

業計画

・株式会社協和振興開発公社第２期（平成１７年度）事業計画

・太田町生活リゾート株式会社第１４期（平成１７年度）事業

計画

第 ４ 所信表明
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第 ５ 報告第１６号 専決処分報告について（平成１６年度大仙市一般会計暫定補正

予算（第１号）） （説 明）

第 ６ 報告第１７号 専決処分報告について（平成１６年度大仙市国民健康保険事業

特別会計暫定補正予算（第１号）） （説 明）

第 ７ 報告第１８号 専決処分報告について（平成１６年度大仙市土地区画整理事業

特別会計暫定補正予算（第１号）） （説 明）

第 ８ 報告第１９号 専決処分報告について（平成１６年度大仙市学校給食事業特別

会計暫定補正予算（第１号）） （説 明）

第 ９ 報告第２０号 専決処分報告について（平成１６年度大仙市特定地域生活排水

処理事業特別会計への繰入） （説 明）

第１０ 報告第２１号 専決処分報告について（平成１６年度大仙市特定地域生活排水

処理事業特別会計暫定補正予算（第１号）） （説 明）

第１１ 報告第２２号 専決処分報告について（西仙北町中小企業の融資斡旋に関する

条例等を廃止する条例） （説 明）

第１２ 報告第２３号 専決処分報告について（大仙市税条例の一部を改正する条例）

（説 明）

第１３ 報告第２４号 専決処分報告について（仙北町福祉条例の一部を改正する条

例） （説 明）

第１４ 報告第２５号 専決処分報告について（角館町が保育を実施する児童に大仙市

立保育所を使用させることについての大仙市と角館町との間に

おける協議） （説 明）

第１５ 報告第２６号 専決処分報告について（足利市が保育を実施する児童に大仙市

立保育所を使用させることについての大仙市と足利市との間に

おける協議） （説 明）

第１６ 報告第２７号 専決処分報告について（西木村が保育を実施する児童に大仙市

立保育所を使用させることについての大仙市と西木村との間に

おける協議） （説 明）

第１７ 報告第２８号 専決処分報告について（大田区が保育を実施する児童に大仙市

立保育所を使用させることについての大仙市と大田区との間に

おける協議） （説 明）
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第１８ 報告第２９号 専決処分報告について（平成１７年度大仙市老人保健特別会計

暫定補正予算（第１号）） （説 明）

第１９ 議案第３０号 大仙市土地開発基金条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２０ 議案第３１号 大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制

定について （説 明）

第２１ 議案第３２号 大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第２２ 議案第３３号 大仙市立保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２３ 議案第３４号 大仙市国民健康保険高額療養資金貸付基金条例の一部を改正す

る条例の制定について （説 明）

第２４ 議案第３５号 大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２５ 議案第３６号 大仙市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２６ 議案第３７号 大仙市過疎地域自立促進計画について （説 明）

第２７ 議案第３８号 財産の処分について （説 明）

第２８ 議案第３９号 秋田県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更について

（説 明）

第２９ 議案第４０号 秋田県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少

について （説 明）

第３０ 議案第４１号 平成１７年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入について

（説 明）

第３１ 議案第４２号 平成１７年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入について

（説 明）

第３２ 議案第４３号 平成１７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への

繰入について （説 明）
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第３３ 議案第４４号 平成１７年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰

入について （説 明）

第３４ 議案第４５号 平成１７年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入につい

て （説 明）

第３５ 議案第４６号 平成１７年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会

計への繰入について （説 明）

第３６ 議案第４７号 平成１７年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計への繰入について （説 明）

第３７ 議案第４８号 平成１７年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入に

ついて （説 明）

第３８ 議案第４９号 平成１７年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入について

（説 明）

第３９ 議案第５０号 平成１７年度大仙市一般会計予算 （説 明）

第４０ 議案第５１号 平成１７年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算（説 明）

第４１ 議案第５２号 平成１７年度大仙市老人保健特別会計予算 （説 明）

第４２ 議案第５３号 平成１７年度大仙市土地取得特別会計予算 （説 明）

第４３ 議案第５４号 平成１７年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算（説 明）

第４４ 議案第５５号 平成１７年度大仙市学校給食事業特別会計予算 （説 明）

第４５ 議案第５６号 平成１７年度大仙市奨学資金特別会計予算 （説 明）

第４６ 議案第５７号 平成１７年度大仙市宅地造成事業特別会計予算 （説 明）

第４７ 議案第５８号 平成１７年度大仙市簡易水道事業特別会計予算 （説 明）

第４８ 議案第５９号 平成１７年度大仙市公共下水道事業特別会計予算 （説 明）

第４９ 議案第６０号 平成１７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

（説 明）

第５０ 議案第６１号 平成１７年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算

（説 明）

第５１ 議案第６２号 平成１７年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算（説 明）

第５２ 議案第６３号 平成１７年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会

計予算 （説 明）
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第５３ 議案第６４号 平成１７年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計予算 （説 明）

第５４ 議案第６５号 平成１７年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算

（説 明）

第５５ 議案第６６号 平成１７年度大仙市スキー場事業特別会計予算 （説 明）

第５６ 議案第６７号 平成１７年度大仙市内小友財産区特別会計予算 （説 明）

第５７ 議案第６８号 平成１７年度大仙市大川西根財産区特別会計予算 （説 明）

第５８ 議案第６９号 平成１７年度大仙市大沢郷財産区特別会計予算 （説 明）

第５９ 議案第７０号 平成１７年度大仙市荒川財産区特別会計予算 （説 明）

第６０ 議案第７１号 平成１７年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算 （説 明）

第６１ 議案第７２号 平成１７年度大仙市船岡財産区特別会計予算 （説 明）

第６２ 議案第７３号 平成１７年度大仙市淀川財産区特別会計予算 （説 明）

第６３ 議案第７４号 平成１７年度市立大曲病院事業会計予算 （説 明）

第６４ 議案第７５号 平成１７年度大仙市上水道事業会計予算 （説 明）

出席議員（１２６人）

１番 藤 田 和 久 ２番 佐 藤 文 子 ３番 小 山 誠 治

４番 高 松 昭 一 ５番 田 中 孝 悦 ６番 今 野 鴻 業

７番 佐々木 昌 志 ８番 佐 藤 耕 悦 ９番 安 部 寛 治

１０番 小 松 一 義 １１番 渡 邊 秀 俊 １２番 進 藤 聆 爾

１３番 川 原 誠 徳 １４番 佐々木 金 治 １５番 佐 藤 勝 美

１６番 髙 橋 照 雄 １７番 菊 地 喜代司 １９番 杉 澤 千惠子

２０番 仲 村 力 夫 ２１番 北 村 稔 ２２番 児 玉 裕 一

２３番 鈴 木 三 男 ２４番 竹 原 弘 治 ２５番 伊 藤 晴 敏

２６番 加 藤 博 康 ２７番 千 葉 次 郎 ２８番 三 浦 一 夫

３１番 佐々木 秀 治 ３２番 高 橋 恵五郎 ３３番 伊 藤 長 一

３４番 伊 藤 祐 耕 ３５番 佐々木 清二郎 ３７番 菊 地 幸 悦

３８番 齊 藤 正 俊 ３９番 佐 藤 孝 次 ４０番 山 崎 栄 一

４２番 大 野 忠 夫 ４３番 伊 藤 晴 通 ４４番 田 村 一 郎

４５番 千 葉 友 悦 ４６番 千 葉 健 ４７番 豊 嶋 明
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４８番 小笠原 悌二郎 ４９番 大 野 清 昭 ５０番 佐 藤 隆 盛

５１番 髙 橋 清之助 ５２番 鈴 木 長 生 ５４番 佐々木 恒 男

５５番 大 坂 義 徳 ５６番 熊 澤 龍 雄 ５７番 藤 嶋 次 男

５８番 能 味 一 ５９番 武 藤 清 ６０番 田 中 喜一郎埁

６１番 鎌 田 正 ６２番 三 浦 泰 治 ６３番 高 橋 篤 朗

６４番 鈴 木 静 男 ６６番 進 藤 文五郎 ６７番 土 井 文 夫

６８番 川 原 忠 夫 ６９番 福 原 信 男 ７０番 伊 藤 克 輝

７１番 亀 井 義 信 ７２番 佐 藤 泰 久 ７３番 藤 谷 一 誠

７４番 大 坂 猛 夫 ７５番 鈴 木 勝 博 ７６番 高 橋 敏 英

７７番 畦 田 健 ７８番 佐々木 十三夫 ７９番 小 松 栄 治

８０番 佐々木 與 一 ８１番 戸 堀 實 ８２番 冨 岡 弘

８３番 今 野 智 ８５番 小 西 郁 雄 ８６番 鈴 木 誠 一

８７番 小 松 悦 歩 ８８番 本 多 良 典 ８９番 伊 藤 清

９０番 佐 藤 芳 雄 ９１番 高 橋 孝 夫 ９２番 鈴 木 孝 篤

９３番 加 藤 勲 ９４番 今 野 篤 ９５番 佐 藤 一

９６番 後 藤 昌 伸 ９７番 大 橋 秀 ９８番 藤 田 君 雄

９９番 小 山 緑 郎 １００番 橋 本 五 郎 １０１番 茂 木 隆

１０２番 大 山 茂 １０３番 大 山 利 吉 １０４番 出 原 武 郎

１０５番 門 脇 茂 雄 １０６番 佐々木 圭 一 １０７番 佐 藤 清 吉

１０８番 佐々木 忠 雄 １０９番 小山田 ト シ １１０番 小 松 重 文

１１１番 信 田 勇 一 １１３番 加 藤 孝 悦 １１４番 高 橋 一 志

１１５番 原 則 雄 １１６番 長 澤 春 男 １１７番 高 橋 幸 晴

１１８番 菅原 長左衛門 １２０番 木 元 正一郎 １２１番 草 忠 誠彅

１２２番 斉 藤 博 幸 １２３番 鈴 木 辰 美 １２４番 大 河 昇

１２５番 松 本 博 １２６番 鈴 木 馨 １２７番 鈴 木 隆太郎

１２８番 岡 田 博 介 １２９番 三 浦 圭 光 １３０番 髙 貝 昌 伸

１３１番 長 沢 典 雄 １３２番 斎 藤 幸 巳 １３３番 小 栁 悦 朗

１３４番 門 脇 一 男 １３５番 高 橋 長一郎 １３６番 佐々木 洋 一

欠席議員（０人）
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説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 教 育 長 笹 元 嘉 辰

総 務 部 長 久 米 正 雄 企 画 部 長 佐々木 正 広

市 民 生 活 部 長 高 橋 源 一 健 康 福 祉 部 長 根 本 正 進

農 林 商 工 部 長 金 正 行 建 設 部 長 鎌 田 栄 治

病 院 事 務 長 高 橋 大 樹 水 道 局 長 田 口 良 邦

国体準備事務局長 中 嶋 喜代博 教 育 次 長 相 馬 義 雄

教 育 次 長 毛 利 博 信 大曲総合支所長 川 越 貞 友

神岡総合支所長 鈴 木 三 郎 西仙北総合支所長 佐 藤 主 憲

中仙総合支所長 大 野 繁 協和総合支所長 武 藤 芳 和

南外総合支所長 佐々木 宏 仙北総合支所長 藤 肥 康 弘

太田総合支所長 金 谷 道 男 総務部庶務課長 元 吉 峯 夫

総務部財政課長 小 林 幸 悦 小 松 辰 巳企 画 部 総 合 政 策 課 長

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 主 幹 齊 藤 茂

副 参 事 高 橋 薫 副 主 幹 鈴 木 康 悦

副 主 幹 伊 藤 雅 裕 副 主 幹 加 藤 博 勝

主 席 主 査 佐々木 孝 雄 主 査 佐 藤 マ キ

主 任 高 橋 正 人 主 事 菅 原 直 久

午前１０時００分

○議長（加藤 勲君） おはようございます。

開会に先立ちまして、表彰状の伝達を行いたいと思います。

去る５月２５日に東京都で開催されました第８１回全国市議会議長会定例総会におい

て、高松昭一君、佐藤孝次君、熊澤龍雄君、能味 一君、高橋敏英君、高橋孝夫君の６埁

氏が、在職１０年でそれぞれ表彰されましたので、その表彰状の伝達を行います。

それでは、ただいまから伝達をいたしますので、６氏は演壇の前までお進みください。

【表彰状伝達】
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午前１０時０６分 開 会

○議長（加藤 勲君） これより平成１７年第１回大仙市議会定例会を開会いたします。

午前１０時０６分 開 議

○議長（加藤 勲君） これより本日の会議を開きます。

遅刻の連絡があった者、７４番大坂猛夫君であります。

○議長（加藤 勲君） 本日の議事は、日程第１号をもって進めます。

○議長（加藤 勲君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において、４番高松昭一君、

５番田中孝悦君、６番今野鴻業君を指名いたします。

○議長（加藤 勲君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から６月２７日までの１９日間といた

したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって会期は、１９日間と決定いたしま

した。

○議長（加藤 勲君） 日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

最初に、議員の辞職について報告いたします。

去る５月２日に加藤弥君、５月９日に佐々木公憲君、５月１１日に鈴木清司君、三浦

孝一君、５月１６日に工藤修君、６月１日に加藤正治君、６月２日に黒川正義君、６月

６日に伊藤行雄君、高橋喜悦君、６月７日に高見清俊君、以上１０氏から議員を辞職し

たい旨の願い出がありましたので、地方自治法第１２６条の規定により、佐々木公憲君

については翌日５月１０日、加藤弥君、鈴木清司君、三浦孝一君、工藤修君、加藤正治

君、黒川正義君、伊藤行雄君、高橋喜悦君、高見清俊君については願い出のあった同日、

これを許可いたしましたので報告いたします。
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次に、平成１６年度大仙市継続費繰越計算書、平成１６年度大仙市繰越明許費繰越計

算書、平成１６年度財団法人大仙市開発公社決算、平成１６年度大仙市土地開発公社決

算、西仙北温泉インター株式会社第６期（平成１６年度）決算、株式会社協和リゾート

管理公社第１０期（平成１６年度）決算、株式会社協和振興開発公社第１期（平成１６

年度）決算、太田町生活リゾート株式会社第１３期（平成１６年度）決算、平成１７年

度財団法人大仙市開発公社事業計画、平成１７年度大仙市土地開発公社事業計画、次に

西仙北温泉インター株式会社第７期（平成１７年度）事業計画、株式会社協和リゾート

管理公社第１１期（平成１７年度）事業計画、株式会社協和振興開発公社第２期（平成

１７年度）事業計画、太田町生活リゾート株式会社第１４期（平成１７年度）事業計画

が市長からそれぞれ提出されましたので、これを別冊お手元に配布のとおり報告いたし

ます。

○議長（加藤 勲君） 日程第４、市長から所信表明のため発言の申し出がありますので、

これを許可します。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議員各位におかれましては、本日、平成１７年第１回大

仙市議会定例会を招集いたしましたところ、ご参集頂きまして誠にありがとうございま

す。

今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、専決処分報告１４件、条例案７件、

単行案１３件、平成１７年度当初予算２６件の合計６０件でありますが、会期中に準備

が整い次第、教育委員会委員の任命、監査委員及び固定資産評価審査委員会委員の選任

並びに任期満了に伴う人権擁護委員の候補者の推薦に関する人事案件を追加提案する予

定であります。

各案件につきましては、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

なお、この場をお借りいたしまして、今後の市政運営についての所信の一端と本年度

の主要事業及び当初予算編成の考え方について申し上げ、議員各位並びに市民の皆様の

一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

この度の市長選は、私を含めた３人の候補者が、それぞれの立場から大仙市への夢を

語り、主張し合った激しい選挙でありました。

結果、市民の負託を受け、私が初代大仙市長として市政を担当させて頂くこととなり

ましたが、農業、農村問題など、他の候補者の政策的な考え方で共感できるものは、市
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政の中に積極的に取り入れていかなければならないと考えております。

私は、政治を職業として２５年、県議会議員も約１０年経験させて頂き、最後の大曲

市長として１年５カ月、市政を担当いたしました。その間、一貫して「弱い立場にある

人たちに、いかに政治の光をあてるか」を政治の原点とし、大曲市長としては、地方分

権時代にふさわしい市民参加による新しいまちづくりを目指して行政運営を進めてまい

りました。

大仙市長としても、この基本姿勢は変わることなく「市政は市民のために」を基本理

念とし、情報公開や説明責任による開かれた市政の推進、住民参加よりさらに踏み込ん

だ「住民との協働の地域づくり」に努めてまいります。

また、合併協議会会長として、大仙市をまとめ上げた者として、新市の基礎を固め、

軌道に乗せることが、私に課せられた当面の責務であると考えております。

それぞれの旧市町村の先達が築いてきた産業・文化・伝統、地域の特性を活かし、さ

らには、旧町村長が目指したまちづくりへの想いを継承し、大仙市全域がそれぞれの地

域の特色と独自性を発揮しながら発展し、人が活き・集うような魅力のある地域、安心

して暮らせる地域の創造に向け、誠心誠意努めてまいります。

私は、地方分権時代の地域づくりには「住民の行政参画」「住民との協働」が最も重

要な要素であると考えております。そのために、職員が常に市民の目線に立ち、現場に

足を入れ、市民と一緒に汗をかき、行政情報をできる限り分かりやすく市民に提供する

体制をつくり、住民自らが地域づくりに参画できる仕組みを大仙市全域に広げてまいり

ます。

こうした観点から大仙市は旧市町村毎に地方自治法による「地域自治区」を設置して

おります。

地域自治区には、地域住民の意見を行政に反映させ、住民と行政の連携を強化するた

め「地域協議会」を置くこととしておりますので、一部公募制を取り入れ、早期に地域

協議会を設置し、住民の意見が速やかに市長に届く仕組みを確立いたします。

また、住民自治を確立するために「自治会支援事業補助」制度の創設や「地域コミュ

ニティ会議」の育成、さらには「個性豊かな地域づくり事業補助」制度などにより、住

民自らまちづくりができる体制を整え、限られた財源を市民と一緒に考え、有効的に活

用してまいります。

地方分権一括法の施行以来、地方自治を取り巻く環境につきまして、様々な制度改革
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が推し進められており、併せて国から県へ、県から市町村へと身近な問題についての権

限移譲が進められております。権限移譲につきましては、市民が身近な場所で手続きが

できることを視点に、積極的に取り組み、市民の皆様の利便性の向上に努めてまいりま

す。

厳しい財政状況の中、多様化する市民ニーズに対応するためには、従来の手法にとら

われない合理的な財政運営、さらには業績・成果主義への転換等、民間的発想を取り入

れた行政改革を進めるとともに、公務員は全体の奉仕者であるという原点を忘れず、市

民による行政評価を早急に実施し、市民本位・市民主体の市政の推進、市民の満足度を

高める行政システムを構築してまいります。

また、新市は合併により１本庁８総合支所としてスタートいたしましたが、課所にお

ける業務量に偏りがあり、早急に調整してまいりたいと存じます。

私は、大仙市の均衡ある発展のための基礎を創るため、公約に掲げた８つの施策につ

いて重点的に取り組んでまいりたいと考えております。

初めに「夢のある田園交流都市としての大仙市へ」でありますが、私達は平成１４年

１１月の任意合併協議会の設立から、約２年５カ月の協議を経て、１市６町１村により

新市「大仙市」を誕生させることができました。

大仙市は、約２万ｈａの田園に囲まれた緑豊かな地域であり、生活・文化の根源であ

る農業を大切にし、夢のある田園交流都市を創造してまいらなければならないと考えて

おります。

しかしながら、大仙市は誕生したばかりであり、現実的には多くの課題を抱えながら

のスタートでもあります。地域の特色、独自性を生かしながらも、新市の一体性を確保

し、さらには将来においても大仙市が夢のある田園交流都市であるために、合併協議会

で作成した「大仙市まちづくり計画」を基本に据え、中・長期的な財政状況を勘案しな

がら、大仙市としての総合計画及び実施計画を早期に作成し、議会及び市民の皆様にお

示しいたしたいと考えております。

また、住民ニーズの高度化・多様化など、社会経済情勢の変化に適切に対応した市政

の実現を目指すため、行政改革大綱を定めるとともに、行政評価システムを確立させ、

市民の声を反映させた開かれた市政と、市民との協働のまちづくりに努めます。

住民自らが、地域の活性化を目指す自主的、意欲的な活動を支援するため、その地域

に住む人々が地域の歴史や文化、産業などをもとに、自主的な活動により、地域活性化
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の構想を作成する、旧大曲市で実施しておりました「地域いきいきビジョン活動」を継

続するとともに、地域のニーズなどと整合性を図りながら全市に広げてまいりたいと考

えております。

さらに、高度情報化社会に対応し、活力ある地域社会の実現を目指すため、総合的か

つ体系的な「情報化計画」の策定に着手するとともに、性別に関わらず、それぞれが一

人の自立した個人として尊重され、多様な生き方が出来る男女共同参画社会の実現のた

め「男女共同参画基本計画」を策定いたします。

なお、「大仙市誕生記念式典」を７月１８日に大曲市民会館で開催し、市民の皆様と

一緒にお祝いしたいと存じます。

次に「農業を基幹として‥産業と雇用」でありますが、本市の基幹産業であります農

業の持続的発展を図るため、恵まれた自然環境のもと、消費者が安心して食べられる農

産物を生産し、産業としても自立できる農業を構築するため、「大仙市水田農業ビ

ジョン」の３つの柱、「売れる米づくりの推進」「複合作物の振興による特色ある産地

形成」「多様な担い手の育成」に基づき事業を展開するとともに、集落営農体制の構築

と法人の育成を推進してまいります。

そのため、民間人も加えた現場本位の（仮称）「集落営農・法人化指導センター」を

設立いたしたいと考えております。

また、畜産の振興を図るため、肉用牛の資質向上を支援するとともに、林業につきま

しては、森林の維持、林道の整備等を推進し、公共施設での地域材、県産材の活用に努

めてまいります。

商工業につきましては、購買意欲を高め、住民の買い物の利便性向上のため、商店街

等新規開店支援制度や商店街環境整備事業補助による活性化を図るとともに、個店のグ

ループ等が実施する活性化事業に対しては、地域商店等活性化支援事業費補助金を交付

し支援してまいります。

また、中小企業支援のために、マル仙制度として、信用保証のための保証料の補給、

制度取扱金融機関に対しての預金預託、さらには、設備投資への融資等により支援して

まいります。

なお、市内企業の雇用機会の拡大を喚起し、若年層の地域定住を促すため、雇用助成

金制度を実施いたします。併せて、地場産業の育成、福祉分野による雇用の拡大、地元

発注に加え、企業誘致活動等により若年層の地域雇用の拡大に努めてまいります。
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次に「子育て支援と教育」でありますが、大仙市が元気で活力ある地域となるために

は、急速に進む少子化社会に対応し、子どもを安心して生み、ゆとりをもって健やかに

育てられる環境を整備していくことが重要であると考えております。そのため、財政的

には非常に厳しい状況にありますが、生活基盤の弱い若い世代に対する子育て支援に積

極的に取り組んでまいります。

小児医療につきましては、小学校６年生までの就学児に対する医療費自己負担分の無

料化を実施し、子育てサポートにつきましては、２歳未満の乳幼児を養育する保護者に

対し、「すこやか子育て手当金」として月額１万円を支給いたします。併せて、保育や

教育費の負担軽減を図ってまいります。

今後、大仙市としての子育て支援策を県の政策と整合性を図りながらトータルとして

お示しし、厳しい財政状況の中でも子どもを安心して生み、育てられる環境、支援策は

如何にあるべきかなどにつきまして、市議会及び市民の皆様と一緒に考えてまいりたい

と存じます。

学校教育につきましては、この度の合併により公立幼稚園８園、小学校３１校、中学

校１２校の５１校（園）となりましたが、「理想を掲げ、夢をはぐくみ、日々歩み重ね

る、大仙市の学校教育」の教育指針のもと、教育関係者が心を一つに諸課題に向かう基

盤整備に取り組んでまいります。

学校施設の整備につきましては、少子化による児童・生徒の減少を見据え、通学区の

あり方や施設整備の年次計画等、大仙市としてのマスタープランを早急に作成し、統廃

合並びに改築や大規模・小規模修繕を含めた教育環境の整備・充実を計画的に実施して

まいります。

また、市内の小中学校が地域の特色を生かし、創意工夫による魅力的な学校づくりが

できるようトライアルサポート事業を創設いたします。

次に、「安心できる健康長寿社会の実現」でありますが、大仙市の３月３１日現在の

高齢化率は２９．１％で、県平均の２７．１％を上回り、高齢者が年々増加しており、

高齢者への保健・医療・福祉などの施策が重要な課題となっております。そのため、高

齢者への支援策につきましても、子育て支援同様、トータル的に検討していかなければ

ならないものと考えております。

まず、高齢者が楽しく元気に長生きできるような地域づくりを進めてまいります。こ

のため、高齢者を弱者としてだけ位置づけるのではなく、大仙市を支える元気な構成員
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として地域づくりに積極的に参加できるよう、社会活動への参画や生きがいづくりを総

合的に支援してまいります。

また、社会福祉法人などが行う施設整備への財政支援等により、入所待機者の解消を

図るとともに在宅福祉の面にも力を入れていきたいと考えております

在宅福祉では、介護保険制度の充実と介護予防事業の促進のため、家族介護教室、介

護用品支給事業などの家族介護支援事業や配食サービス事業、軽度生活援助事業などの

生活支援事業を実施するほか、はり・灸・マッサージ施術費助成事業などを実施いたし

ます。

障害者福祉につきましては、地域の中で可能な限り自立した生活ができるよう社会参

加を積極的に支援するとともに、就学前の障害児を対象とした地域療養訓練についても

実施してまいります。

大曲仙北地域の中核病院として二次医療を担う仙北組合総合病院の早期改築につきま

しては、昨年度設立いたしました「仙北組合総合病院早期改築推進会議」の構成メン

バーが、市町村合併により大きく変わりましたので、早急に組織の見直しを行い、県及

び厚生連との協議を進め、改築実現に向け最大限努力してまいります。併せて、病院の

あり方や改築の手法などについても検討してまいりたいと考えております。

次に「交通体系の整備と交流拠点づくり」でありますが、地域の活性化と、地域間の

交流を促すため、旧市町村の幹線道路網を体系的に整備してまいります。併せて、生活

に密着した道路の部分改良や維持補修につきましても、市民の要望にできるだけ速やか

に対応出来るよう、その方策につきまして検討してまいります。

また、大曲駅と国道１３号大曲バイパスを直結することにより、東西の連結を図ると

ともに、秋田新幹線を介した高速鉄道網と大曲西道路及び秋田自動車道の高速道路網と

の連携強化を図り、新しい大仙市の顔づくりに努めてまいります。そのために大曲駅前

第二地区土地区画整理事業を核とし、駅東線街路整備事業、まちづくり総合整備事業を

一体的に実施し、中心市街地を取り囲む内環状線を構築し、併せて大曲駅東口広場の整

備等を実施いたします。

都市計画事業につきましては、地域の歴史・文化・自然環境等の特性を活かした個性

あるまちづくりを目的とした「まちづくり交付金事業」を、全市的な観点から計画を再

検討しながら事業の推進に努めてまいります。

都市公園につきましては、大曲総合公園、仙北ふれあい公園及び協和カントリーパー
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ク等の事業を推進いたします。

次に、「快適な生活環境の整備」でありますが、水道や下水道、農業集落排水の整備

を進めてまいります。

上水道や簡易水道につきましては、水道の未普及地域の解消を図るため、大仙市全域

にわたる水道事業計画を早期に策定いたします。

また、現在ある水道施設を効率的に活用し、給水区域の拡大を図るなど、生活用水に

不安を抱えた地域の水問題につきまして、早期に解決できるよう手段を模索し、不安の

解消に努めてまいります。

また、真木ダム問題につきましては、平成１７年２月の県議会で知事が「建設中止を

前提としつつ、国・地元に説明と調整に入る」と答弁し、３月１２日には、旧大曲市・

太田町を会場に地元説明会が開催されております。

また、合併協議会として、大仙市まちづくり計画の中で真木ダム建設を前提とした上

水道事業計画が予定されていたことから、県知事に対してダム建設の実施を求めました

が、県当局の方針が変わることはありませんでした。

この度、県より、県と大仙市が連携し真木ダムに代わる治水対策、上水道の確保、維

持流量の確保について調査・検討する「真木ダム代替案検討プロジェクト」を設置した

い旨申し入れがありましたので、これを受け入れることとし、県とともに市民に安心し

ていただける代替案について検討してまいりたいと存じます。

公衆衛生の向上、農業用水の水質保全等のため、公共下水道事業、農業集落排水事業

及び合併浄化槽設置整備事業などを機能的に推進し、下水道未処理地区の解消に努めて

まいります。

また、今年度より新たに南外地区において、特定環境保全公共下水道事業に着手いた

します。

なお、大仙美郷環境事業組合の事業として南外矢向地区に建設を予定しております新

一般廃棄物最終処分場建設事業につきましては、地元集落からのご協力をいただき、平

成２０年度の供用開始を目指し地権者と協議中であり、基本計画、基本設計、生活環境

影響調査、測量等準備作業を進めていると伺っております。

また、大仙美郷クリーンセンターし尿処理場につきましては、老朽化が進行している

ことや浄化槽設置世帯の増加による浄化槽汚泥の増加、平成２０年度から旧中仙町分の

搬入が始まることなどに対応するため、平成１７年度・１８年度の２カ年事業として整
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備する計画と伺っております。

次に、「芸術、文化、スポーツの振興」でありますが、文化財の保護と文化の香り高

い地域づくり並びに市民による総合型地域スポーツクラブの創設等スポーツ振興に努め

てまいります。

文化財の保護につきましては、国指定史跡の「払田柵跡」や国指定名勝の「池田氏庭

園」、国重要文化財の「古四王神社」、国宝「線刻千手観音等鏡像」並びに鈴木空如の

「法隆寺金堂壁画模本」等の文化財を活かす方策につきまして検討してまいりたいと存

じます。

生涯学習関連施設並びに社会体育施設につきましては、全市的見地に立ち、均衡のと

れた配置や地域に適合した規模等を念頭に置き計画的に整備してまいります。併せて、

施設の有効的活用につきましても検討してまいります。

平成１９年開催の国民体育大会「秋田わか杉国体」につきましては、当市では正式競

技として軟式野球、なぎなた、ハンドボール及び自転車競技ロードレースの４種目、ま

た、デモンストレーションスポーツ行事として、フライングディスクとグラウンドゴル

フの２種目が開催されることとなっております。

市の国体実行委員会を早期に設置し、競技団体との緊密な連携のもと諸準備を進める

とともに、国体啓発のためのキャッチフレーズの募集や市民参加を推進するためのス

ポーツボランティア、地域美化団体の組織化を進めてまいります。

最後に「住民サービスの向上」でありますが、行政を最大のサービス産業と位置づけ、

住民の目線に立ち、住民との協働のもと各種サービスを展開してまいります。

まず、私が各総合支所に出向き、市民の方々と話し合う市長面会日を設定し、より積

極的に地域のご要望などを伺いながら、総合支所で市長が仕事をする日を設ける計画で

あります。

また、住民との協働によるまちづくりを進めるため、自治会館等の建設や維持補修に

対する助成、個性豊かな地域づくりを目指す自治会活動への助成、ボランティア団体や

ＮＰＯ法人を含む市民団体等の地域づくり活動への助成を行い、住民自らの主体的な活

動を支援してまいります。

交通弱者であります高齢者、障害者の交通手段確保につきましては、公共交通空白域

における乗合タクシーやシャトルバスの運行を参考に、大仙市としての高齢者、障害者

の交通システムにつきまして検討してまいります。
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消防・防災につきましては、根幹となる地域防災計画や水防計画などを早期に策定い

たします。

なお、座間市との災害時における相互応援協定につきましては、旧中仙町で実施して

いた協定を大仙市に拡大し、過日、仮調印を行いましたが、市議会とも協議の上、７月

４日、座間市で正式に協定を締結する予定であります。

交通安全対策及び防犯対策につきましては、関係団体との連携のもと、市民が安全で

安心して暮らせる地域社会づくりを進めてまいります。

次に、平成１７年度当初予算編成の基本的な考え方と予算の全体像につきまして申し

上げます。

国の「平成１７年度予算編成方針」では、地方財政について、その権限と責任を大幅

に拡大し、真に住民に必要なサービスを地方自らが選択できる幅の拡大を目指し、三位

一体改革を推進することとされております。

しかしながら、「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００４」に基づく国と

地方の税財政改革、いわゆる三位一体改革では、国庫補助負担金の削減と税源移譲及び

地方交付税制度の見直しが掲げられており、制度の過渡期として、当市におきましても

大きな影響があるものと思っております。

このような認識のもと、平成１７年度当初予算の編成に当たりましては、合併協議会

での協議、旧市町村長会議での合意事項を基本としできる限り予算化に努めたところで

ありますが、当初計画どおりに実施するためには多額の財源が必要であり、現在の当市

の財政事情では極めて困難な状況にあります。

根幹となる市税収入は、構成比では歳入全体のわずか１６％にすぎず、一方、地方交

付税の構成比は４０％に達しております。

また、市の歳入全体における自主財源比率は２７％しかなく、依存財源比率は７３％

となっており、自主財源が少なく依存財源に頼らざるを得ない財政運営となっておりま

す。加えて、大仙市の一般会計、特別会計及び企業会計の合計市債残高は１，０００億

円を超えております。このため、大仙市としての事業の位置づけや、事業年度の集中を

避け平準化を図ること、事業の優先順位を付けるための時間が必要なことなどから、緊

急性があり財源措置の確実なものを精査して予算を編成いたしました。

こうした状況の中で編成した一般会計の予算総額は４５５億６,１３４万６千円であ

り、旧８市町村の平成１６年度当初予算合計額との比較では３４億５,１７０万６千円
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の減、率にしまして７．０％の減となっております。

基金の状況につきましては、財政調整基金及び減債基金の平成１６年度末の残高は

３４億円であり、このうち当初予算で１３億７千万円を取り崩しいたしました。平成

１７年度中に積立てを実施し、年度末の残高を２５億円程度にしたいと考えております

が、依存財源に頼っている現状であり、普通交付税の決定状況次第では計画どおり積立

てが出来ないこともあると思っております。

次に、特別会計予算は２３特別会計で３４１億３，９２５万６千円であり、企業会計

予算は２事業で２４億５，８１４万８千円、市の予算額全体では８２１億５，８７５万

円であります。

国民健康保険事業特別会計につきましては、課税の基礎となる課税総所得金額が対前

年比で１１％減少した反面、平成１７年度の医療費は一般分で５％、退職分で１０％の

増と推計されております。介護納付金につきましても、高齢化社会の進展に伴う介護給

付の伸びに比例し大幅に伸びており、国保の財政事情は非常に厳しい状況にあります。

また、旧町村段階で２年間にわたり基金を取り崩し国保税率を引き下げした経緯もあ

ります。

こうした中で、平成１７年度国民健康保険税は、前年度繰越金及び基金の取り崩しに

より対処することとしておりますが、それだけでは国民健康保険制度の安定的な運営が

図れない状況にあります。

一方、大仙市国民健康保険税の賦課方式につきましては、合併協議会において旧大曲

市が実施していた所得割、均等割、平等割の３方式で均一課税すると決定しております。

したがって、本年度の国民健康保険税の医療分につきましては、所得割を８．０％から

８．５％に、均等割を１万８千円に、平等割を３万３千円とし、これに介護分の所得割

を２．１％、均等割を６，５００円、平等割７千円を加えた額とさせていただきたいと

存じます。

今後の国民健康保険事業の運営につきましても、さらに２年間は税率を調整する必要

があり、内容について一層の検討が必要と考えております。

以上、平成１７年度当初予算案について申し上げましたが、先ほどお話しいたしまし

たとおり地方公共団体を取り巻く財政状況は非常に厳しい情勢にありますので、議員各

位におかれましてはご理解賜りますようお願い申し上げます。

今後の市政運営に当たっての所信の一端と本年度の主要事業につきまして、ご説明申
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し上げましたが、大仙市は、その第一歩を踏み出したばかりであります。８６６．６８

平方キロメートルの「おおきなせなか」に、約９６，０００人の「夢を乗せ」、大仙市

が「未来に羽ばたく元気なまち」となることを目指し、「住民との協働」「大仙市の均
あ す

衡ある発展」をキーワードにまちづくりを進めてまいりますが、私の８つの基本的公約

を具体的な施策として具現化するためには、財政状況を十分に検討する必要があります。

本年度は、先に申し上げましたとおり、大仙市のマスタープランとなります「総合計

画」及び「実施計画」の策定を急がなければなりませんが、この策定作業の過程で事業、

制度の優先順位や達成目標を明らかにしながら、公約の実現を図ってまいりたいと考え

ております。

また、新市の花や木、市民の歌、さらには様々な宣言等、市のシンボルにつきまして

も定めていかなければならないものと考えており、その方法などにつきましてもご相談

させていただきたいと思っております。

最後になりますが、いわゆる三役体制についての私の基本的な考え方をお話ししたい

と存じます。

４月１８日に大仙市長就任以来２カ月余り、広大な面積を有する大仙市の行政課題と

約１，５００人の職員を有する行政組織の運営を一人でやってまいりました。しかしな

がら、一人で大仙市を運営してゆくには限界があり、組織運営、職員の指揮の面からも

問題があると考えております。

新市は合併したばかりであり、様々な課題を抱えております。これらに対処し、大仙

市の基礎を創っていくためには、私の相談役であり、私を補佐する助役を早急に定め、

組織の安定を図るべきであると考えております。

今般、地方自治法の改正により、人口１０万未満の市では、収入役を置かず、市長又

は助役がその事務を兼掌することができるとされましたので、収入役は置かず、組織機

構や財政、総合計画等を担当する助役と、総合支所や地域課題、地域振興等を担当する

助役の２人体制といたしたいと考え、現在人選を急いでいるところであります。整い次

第、関連条例案と人事案件を本定例会に追加提案させていただきたいと存じますので、

ご理解いただけますようよろしくお願い申し上げます。

以上で終わります。

○議長（加藤 勲君） 日程第５、報告第１６号、専決処分について（平成１６年度大仙
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市一般会計暫定補正予算（第１号））を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 報告第１６号、平成１６年度大仙市一般会計暫定補

正予算（第１号）の専決処分報告について、ご説明申し上げます。

今回の暫定補正予算は、旧市町村借入金返済金や国民健康保険事業特別会計などへの

繰出金の補正並びに市債額が３月３１日に確定になったことに伴う補正であり、歳入歳

出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億５，９９９万１千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を１３３億７，６２４万８千円としたものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成１７年３月３１日付けで専決処分

を行ったものであり、同条第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするもの

であります。

それでは、暫定補正予算の概要についてご説明申し上げます。

歳入２０款諸収入は１億５，８１９万１千円の補正であります。

内訳は、旧市町村歳計剰余金が１億５，４１９万１千円、他会計貸付金返還金は

４００万円の補正であります。

２１款市債は、道路整備事業債として１８０万円の補正であります。

歳出３款民生費は、国民健康保険事業特別会計繰出金の確定により、１億２，２０２

万５千円の補正であります。

歳出４款衛生費は、特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金の確定により、５９６

万６千円の補正であります。

歳出８款土木費は、土地区画整理事業特別会計繰出金の確定により、２００万円の補

正であります。

歳出１３款諸支出金は、旧市町村借入金返済金として３，０００万円の補正でありま

す。旧市町村での合併前の支払いに係わる資金繰りの関係で、当初見込みよりも

３，０００万円多く借り入れしたことによる返済金の補正であります。

以上、報告第１６号の専決処分報告につきましてご説明申し上げましたが、よろしく

ご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第６、報告第１７号から日程第１０、報告第２１号ま

で、５件を一括して議題といたします。
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提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 初めに、報告第１７号、平成１６年度大仙市国民健

康保険事業特別会計暫定補正予算（第１号）の専決処分報告につきましてご説明申し上

げます。

今回の暫定補正予算は、財政安定化支援分、職員人件費等の一般会計繰入金及び旧市

町村歳計剰余金の確定による歳入予算の組替補正を行ったものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成１７年３月３１日付けで専決処分

を行ったものであり、同条第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするもの

であります。

歳入８款繰入金の一般会計繰入金を１億２，２０２万５千円増額して、１０款諸収入

の旧市町村歳計剰余金を同額減額する歳入の組替補正であります。

次に、報告第１８号、平成１６年度大仙市土地区画整理事業特別会計暫定補正予算

（第１号）の専決処分報告につきまして、ご説明申し上げます。

今回の暫定補正予算は、旧市町村での合併前の支払いに係わる資金繰りの関係で、当

初見込みよりも２００万円多く借り入れしたことによる返済金の補正であり、歳入歳出

予算の総額に、歳入歳出それぞれ２００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１７億

２，５１６万円としたものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成１７年３月３１日付けで専決処分

を行ったものであり、同条第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするもの

であります。

歳入５款繰入金は、一般会計繰入金として２００万円の補正であります。

歳出３款諸支出金は、他会計借入金返済金として２００万円の補正であります。

次に、報告第１９号、平成１６年度大仙市学校給食事業特別会計暫定補正予算（第１

号）の専決処分報告につきまして、ご説明申し上げます。

今回の暫定補正予算は、旧市町村での合併前の支払いに係わる資金繰りの関係で、当

初見込みよりも２００万円多く借り入れしたことによる返済金の補正であり、給食材料

費を減額して他会計借入金返済金を増額する歳出予算の組替補正を行ったものでありま

す。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成１７年３月３１日付けで専決処分

を行ったものであり、同条第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするもの
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であります。

歳出１款給食事業費の給食材料費を２００万円減額して、３款諸支出金の他会計借入

返済金を同額増額する歳出の組替補正であります。

次に、報告第２０号の専決処分について、ご説明申し上げます。

本件は、地方財政法第６条の規定に基づき、当市特定地域生活排水処理事業の推進を

図るため、一般会計から５９６万６千円以内を繰り入れることについて、地方自治法第

１７９条第１項の規定により、去る３月３１日付けで専決処分したものであり、同条第

３項の規定により、これを議会に報告し、ご承認をお願いするものであります。

次に、報告第２１号、平成１６年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計暫定補

正予算（第１号）の専決処分報告につきまして、ご説明申し上げます。

今回の暫定補正予算は、浄化槽市町村整備推進事業費補助金の確定及び一般会計繰入

金の確定による歳入予算の組替補正を行ったものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成１７年３月３１日付けで専決処分

を行ったものであり、同条第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするもの

であります。

歳入３款国庫支出金の浄化槽市町村整備推進事業費補助金を５９６万６千円減額して、

４款繰入金の一般会計繰入金を同額増額する歳入の組替補正であります。

以上、報告第１７号から報告第２１号までの専決処分報告につきましてご説明申し上

げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） はい、１１０番小松さん。

○１１０番（小松重文君） 貴重な時間申し訳ございませんが、ただいまの報告を聞いて

いる段階で、報告２０号・２１号、この送付なった冊子がこの中では逆になっているけ

れども、これは俺の資料だけですか。皆。いや、だとすればちょっと、探しているうち

に次さ行ってしまうような状況ですので、これはちょっとうまくない、その辺りちょっ

と。

○議長（加藤 勲君） はい、わかりました。

暫時休憩して確認いたします。

午前１１時０２分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………
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午前１１時０４分 再 開

○議長（加藤 勲君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。

久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 今回、報告第２０号の専決処分と、それから報告第

２１号の暫定補正予算の専決処分について、順序が逆になっておりますが、この議案綴

りを綴る場合に、予算書は予算書を一括して綴りましたので、今回、２０号と２１号が

逆になってしまいました。今後こういうことのないようにいたしたいと思いますので、

今回は訂正してお詫び申し上げたいと思います。どうかよろしくお願いします。

○議長（加藤 勲君） １１０番小松議員、いいですか。

○１１０番（小松重文君） はい、了解しました。

○議長（加藤 勲君） ありがとうございました。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第１１、報告第２２号から日程第１３、報告第２４号

まで、３件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 初めに、報告第２２号の専決処分について、ご説明

申し上げます。

本件は、暫定施行となっておりました西仙北町、仙北町及び太田町の中小企業の融資

斡旋に関する条例を廃止したものであります。

中小企業融資斡旋制度につきましては、合併前の市町村においては条例・規則、ある

いは要綱と制度を規定する例規の形式が異なる上、その内容にも違いがあり、また、合

併期日が１６年度途中であったことから、１６年度は旧市町村の例規を暫定施行させて

おりましたが、１７年度からは新規に要綱を定め、統一した制度で運用することとして

おり、この新たな要綱の制定に併せ、暫定施行していた旧市町村の規則・要綱を廃止す

るとともに、これら３町の各条例を廃止する必要があったことから、去る４月１日付け

で、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したものであり、これを同条

第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするものであります。

次に、報告第２３号の専決処分について、ご説明申し上げます。

本件は、地方税法の一部を改正する法律及び関連政省令が公布され、一部を除き同年

４月１日から施行されたことに伴い、当市税条例を一部改正する必要が生じたことから、
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報告記載のとおり４月１日付けで地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分し

たものであり、これを同条第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするもの

であります。

改正の内容でありますが、まず第１点は、個人市民税に関する改正であり、年齢６５

歳以上の前年の合計所得金額が１２５万円以下の方に対する非課税措置を廃止するもの

であります。この改正につきましては、平成１８年度分以後の個人市民税について適用

されるものでありますが、経過措置として平成１７年１月１日において６５歳に達して

いて、前年の合計所得金額１２５万円以下の方については、所得割及び均等割の税額か

ら平成１８年度分は３分の２を、平成１９年度分は３分の１を、それぞれ減額するもの

であります。

次に、農業を営む個人が肉用牛を売却し、その売却価格が１００万円未満の場合、そ

の事業所得に対する所得割を免除する措置を講じておりますが、その期限を３年間延長

し、平成２１年度までとするものであります。

次に、証券会社等において開設される特定管理口座において管理されていた上場株式

について、発行会社の清算結了等により、無価値化損失が生じた場合に株式等の譲渡損

失とみなすことができることとしたものであり、平成１７年４月１日以後に特定口座内

保管上場株式に該当しなくなった場合に適用するものであります。

なお、今回の条例改正にはありませんが、このたびの平成１７年度税制改正により、

平成１１年度から導入されていた所得税及び個人住民税の定率減税の見直しが行われて

おります。

定率減税は、所得税が税額の２０％、上限２５万円、個人住民税が所得割額の１５％、

上限４万円を控除しておりましたが、今回の見直しにより、それぞれ２分の１に縮減さ

れ、所得税が税額の１０％、上限１２万５千円、個人住民税が所得割額の７．５％、上

限２万円となり、所得税については平成１８年分から、個人住民税については平成１８

年度分の個人住民税から適用されることになります。

第２点は、固定資産税の改正であり、住宅が震災等の事由により滅失・損壊した土地

について、やむを得ない事情により住宅用地として使用できないと認められ、震災等に

基づく避難指示等が長期に及ぶ場合は、震災等の発生から避難指示等の解除後３年度分

までの固定資産税に限り、その土地を住宅用地とみなす措置を講ずるとした法改正に伴

い、その措置を受ける申告等の条文に所要の改正を加えるものであります。
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その他の改正につきましては、今回の改正に伴う条文整理であり、附則において所要

の経過措置などについて規定しております。

次に、報告第２４号の専決処分についてご説明申し上げます。

本件は、合併協議において平成１７年度から統一した制度運用を行うこととしていた

長寿祝金制度について、合併から平成１６年度末までの間に長寿祝金の支給対象者がお

り、また、存続となった他の給付制度が同じ条例で規定されていたため暫定施行してい

た仙北町の条例の中から、長寿祝金に係る部分を除くほか、所要の条文の整理を行う条

例の一部改正について、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、去る４月１日付

けで専決処分したものであり、同条第３項の規定により、これを議会に報告し、ご承認

をお願いするものであります。

以上、報告第２２号から報告第２４号までの専決処分報告についてご説明申し上げま

したが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第１４、報告第２５号から日程第１７、報告第２８号

まで、４件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 報告第２５号から報告第２８号の４件の専決処分に

つきましては、それぞれ関連がありますので、一括してご説明申し上げます。

本４件につきましては、角館町、栃木県足利市、西木村及び東京都大田区が保育を実

施する児童に当市の市立保育所を使用させることについて依頼がありましたので、地方

自治法第２４４条の３第２項の規定に基づく協議について、各報告記載のとおり、同法

第１７９条第１項の規定により、角館町については４月２０日付け、足利市については

５月１０日付け、西木村については５月１３日付け、大田区については５月２４日付け

でそれぞれ専決処分したものであり、同条第３項の規定により、これを議会に報告し、

ご承認をお願いするものであります。

以上、報告第２５号から報告第２８号までの専決処分報告についてご説明申し上げま

したが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第１８、報告第２９号、専決処分報告について（平成

１７年度大仙市老人保健特別会計暫定補正予算（第１号））についてを議題といたしま
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す。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 報告第２９号、平成１７年度大仙市老人保健特別会

計暫定補正予算（第１号）の専決処分報告につきまして、ご説明申し上げます。

今回の暫定補正予算は、平成１６年度老人保健特別会計において、国及び県からの負

担金について歳入欠陥が生じるため、５月の出納整理期間内に平成１７年度からの繰上

充用が必要となったことによる補正であり、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

６，１８０万１千円を追加し、歳入歳出暫定予算の総額を歳入１４億８，７０６万円、

歳出２５億５，４５０万４千円としたものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成１７年５月３１日付けで、専決処

分したものであり、同条第３項の規定により、議会に報告しご承認をお願いするもので

あります。

歳入２款国庫支出金は、医療費負担金として５，６９７万８千円の補正であります。

３款県支出金は、医療費負担金として４８２万３千円の補正であります。

歳出３款諸支出金は、返還金に１，１９７万６千円の補正であります。

４款前年度繰上充用金は４，９８２万５千円の補正であります。

以上、報告第２９号の専決処分報告につきましてご説明申し上げましたが、よろしく

ご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第１９、議案第３０号から日程第２５、議案第３６号

まで、７件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 はじめに、議案第３０号、大仙市土地開発基金条例

の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、当市土地開発基金について、未計上となっていた基金利子が確定したことに

伴い、条例に規定されている基金に３千円を繰り入れ、基金の額を６億７，１８９万

３千円とするものであります。

次に、議案第３１号、大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制

定について、ご説明申し上げます。

本案は、未計上となっていた基金利子の確定に伴い、これを基金に繰り入れるととも



- 27 -

に、新市移行の際に集約した基金額に二重に計上したものがありましたので、二重計上

分の訂正を併せて行うものであります。

内訳といたしましては、基金利子の繰り入れ分が３，２８５円、償還金を二重計上し

たため減額する分が１１万８千円であり、基金の総額から差し引き１１万５千円を減額

し、７，０８５万６千円とするものであります。

次に、議案第３２号、大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て、ご説明申し上げます。

これは後日送付になりましたので別冊になっております。

次に、議案第３２号、大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て、ご説明申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 資料ありますか。わかりますか。

（「議事進行」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） はい。続けてください、総務部長。

○総務部長（久米正雄君） 本案は、当市における当初予算の編成にあたり、今後の国保

財政の状況等を勘案し検討した結果、国保税の税率を引き上げる改正を実施することと

して、条例に所要の改正を加えるものであります。

改正の主な内容でありますが、第１点目は、国民健康保険税の基礎課税額に関する税

率を改正するものであり、所得割額の税率を現行１００分の８．０から１００分の

０．５引き上げ、１００分の８．５とするとともに、介護納付金課税額の被保険者所得

割額の税率を現行１００分の１．２から１００分の０．９引き上げ、１００分の２．１

とするほか、被保険者均等割額及び世帯別平等割額をそれぞれ２，１００円、

１，９００円引き上げ、６，５００円と７，０００円にするものであります。

第２点目は、国保税の減額についての改正であり、新市においても応益割合が４５％

を超え、地方税法施行令第５６条の８９に定める基準に該当することから、低所得者に

対して行う国保税の減額を７割、５割、２割とし、介護納付金課税額に係る被保険者均

等割額と世帯別平等割額において、それぞれ減額される額を規定するものであります。

なお、附則において施行日を公布の日からとし、本年４月１日から適用することとし

ているほか、所要の経過措置を規定しております。

次に、議案第３３号、大仙市立保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。
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本案は、平成１６・１７年度事業として実施の仙北南保育園移転改築事業、峰吉川保

育園と協和保育園を統合した協和保育園新築事業、長野地区及び清水地区の４保育所を

整備統合し、中仙幼稚園との合築により、中仙西保育園建設工事が実施されております

が、これら各保育園を供用開始するため所要の条例改正を行うものであります。

改正の内容でありますが、統合される中仙保育所を条例別表から削り、新たに中仙西

保育園の名称及び位置を規定するとともに、統合により廃止となる峰吉川保育園を削り、

移転改築される仙北南保育園の位置を改正するほか、附則において、統合により廃止さ

れる３へき地保育所に関する条例の廃止手続をとるものであり、仙北南保育園及び峰吉

川保育園に関する部分については平成１７年７月１日から、中仙西保育園に関する部分

については同年８月１日から施行するものであります。

次に、議案第３４号、大仙市国民健康保険高額療養資金貸付基金条例の一部を改正す

る条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、これまで基金によらず国保医療協会において運用していた資金と合併時に未

計上となっていた額を基金に繰り入れるものであります。

内訳といたしましては、国保医療協会による運用資金が８５０万円、貸付金であった

ため未計上となっていた分が３１万９千円の合計８８１万９千円であり、これにより基

金額は４，３００万円となるものであります。

次に、議案第３５号、大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明

申し上げます。

本案は、農村総合整備統合補助事業により中仙地区に整備された農村公園を供用開始

するため、議案記載のとおり名称を「長楽寺農村公園」とするとともに、その位置を条

例規定し、平成１７年７月１日から施行するものであります。

次に、議案第３６号、大仙市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、議案第３３号でもご説明申し上げましたとおり、中仙西保育園の建設に合わ

せ中仙幼稚園を合築することとしておりますが、当該施設を供用開始するため、条例に

規定されている同幼稚園の位置を改正し、平成１７年８月１日から施行するものであり

ます。

以上、議案第３０号から議案第３６号までについてご説明申し上げましたが、よろし

くご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。
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○議長（加藤 勲君） 次に、日程第２６、議案第３７号、大仙市過疎地域自立促進計画

についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案第３７号、大仙市過疎地域自立促進計画につい

て、ご説明申し上げます。

本案は、合併に伴い、過疎地域自立促進特別措置法第３３条第１項の規定により、当

市が過疎地域とみなされる市町村の区域として公示されたことから、同法第６条第１項

の規定により、地域の自立促進の基本的事項や各分野における振興策などを定めた過疎

地域自立促進市町村計画の策定が必要なため、今般、県との事前協議を踏まえ作成した

同計画について、同項の規定に基づく議会の議決を経ようとするものであります。

以上、議案第３７号についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第２７、議案第３８号、財産の処分についてを議題と

いたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案第３８号、財産の処分について、ご説明申し上

げます。

本案は、国土交通省が進めている雄物川中流部改修事業に伴う家屋移転の用に供する

ため、協和地区に造成した住宅団地を分譲するため、地方自治法第９６条第１項第８号

及び大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規

定に基づき、議会の議決を得ようとするものであります。

処 分 の 内 容 で あ り ま す が 、 協 和 地 区 に 造 成 し た 上 鏡 台 住 宅 団 地 ５ ０ 区 画 、

４８，０１３．０１㎡を総額３億３，６０９万１，０７０円で分譲するものであり、こ

のうち平成１７年度は３１区画を２９戸に分譲し、残りの１９区画については平成１８

年度以降に分譲する予定となっております。

以上、議案第３８号についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。
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○議長（加藤 勲君） 次に、日程第２８、議案第３９号及び日程第２９、議案第４０号

の２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 はじめに、誕案第３９号、秋田県市町村総合事務組

合を組織する地方公共団体の数の減少及び秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更に

ついてご説明申し上げます。

本案は、男鹿市、湯沢市、由利本荘市、潟上市、大仙市及び北秋田市の合併、昭和町

飯田川町羽城中学校組合ほか９一部事務組合の解散、角館町外三か町村公衆衛生施設組

合ほか５一部事務組合の名称変更、比内町及び田代町の大館市への編入並びに八郎湖周

辺清掃事業組合の加入により、同組合を組織する地方公共団体の数の減少と同組合規約

を一部変更する必要が生じたことから、議案記載のとおり、地方自治法第２８６条第１

項の規定に基づく協議について、同法第２９０条の規定による議会の議決を経ようとす

るものであります。

次に、議案第４０号、秋田県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少

につきましては、議案第３９号でご説明申し上げた男鹿市ほか６市の市町村合併によっ

て、同組合を脱退し、新たに加入する団体が生じたことにより、同組合を組織する地方

公共団体の数を減少させる必要があることから、議案記載のとおり、地方自治法第

２８６条第１項の規定に基づく協議について、同法第２９０条の規定による議会の議決

を経ようとするものであります。

以上、議案第３９号及び議案第４０号についてご説明申し上げましたが、よろしくご

審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第３０、議案第４１号から日程第３８、議案第４９号

まで、９件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案第４１号から議案第４９号までの９件につきま

しては、それぞれ関連がありますので、一括してご説明させていただきます。

本９件につきましては、当市公営企業会計に係る事業の推進を図るため、一般会計か

ら事業資金を繰り入れることについて、地方財政法第６条の規定に基づき、議会の議決

を経ようとするものであります。
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各会計への繰入額についてでありますが、簡易水道事業特別会計が３億３，４４５万

３千円以内、公共下水道事業特別会計が７億３，８９３万３千円以内、特定環境保全公

共下水道事業特別会計が８，１７５万４千円以内、特定地域生活排水処理事業特別会計

が３６４万４千円以内、農業集落排水事業特別会計が５億７，３０２万７千円以内、介

護老人福祉施設介護サービス事業特別会計が７，７４８万１千円以内、介護老人保健施

設介護サービス事業特別会計が１億１，０３７万３千円以内、老人デイサービス事業特

別会計が６，４５５万２千円以内、スキー場事業特別会計が１，９７９万１千円以内と

しております。

以上、議案第４１号から議案第４９号までについてご説明申し上げましたが、よろし

くご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） どうもありがとうございました。

昼食等のため、暫時休憩いたします。再開は午後１時からいたします。

午前１１時３９分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 １時００分 再 開

○議長（加藤 勲君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。

○議長（加藤 勲君） 日程第３９、議案第５０号、平成１７年度大仙市一般会計予算を

議題とします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案第５０号、平成１７年度大仙市一般会計予算に

ついて、ご説明申し上げます。

一般会計歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４５５億６，１３４万６千円で、

旧８市町村の前年度当初予算の合算額に比べ３４億５，１７０万６千円の減、率にして

７．０％減となっております。これは１６年度は合併を控え、旧各市町村で実施した普

通建設事業費が平年ベースより大きかったこと、また、平成１６年度に減税補てん債の

借り換えに伴う公債費の増などの特殊な要素があったことによるものであります。

なお、あらかじめ申し添えますが、以下、対前年度比については、旧８市町村の１６

年度当初予算合算額との比較金額で申し上げますのでよろしくお願いいたします。

一般会計の歳入における財源別状況は、市税などの自主財源が１２２億８，２３４万
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６千円、構成比は２７．０％で、前年度より４．７ポイント減となっております。

地方交付税、市債などの依存財源は３３２億７，９００万円、構成比は７３．０％で

あります。

また、歳出における性質別状況は、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が２０３億

６，５６４万３千円で、その構成比は４４．７％となり、対前年度伸び率では２．９％

減となっております。マイナスとなった要因としては、減税補てん債借換分の減、人件

費では常勤特別職報酬及び議員報酬の減などであります。

投資的経費は６６億６，０９４万３千円で、その構成比は１４．６％となり、前年度

に比べ５．３ポイント減少し、対前年度伸び率も３１．６％の大幅な減となっておりま

す。

この主な要因といたしましては、１６年度は旧８市町村とも平年ベースを上回って事

業実施していたことによるものと考えております。

それでは、歳入歳出予算の概要につきまして、歳入から順にご説明申し上げます。

１款市税につきましては、１６年度当初比較では３．０％増の７４億２，４６６万７

千円を計上しております。

主な税目としては、現年課税分の個人市民税が２０億５，８３１万２千円、法人市民

税が６億４，６７３万６千円、固定資産税が３８億３０４万５千円の計上であります。

２款地方譲与税は、自動車重量譲与税・地方道路譲与税及び平成１６年度に創設され

た所得譲与税について、地方財政計画などを勘案し、前年度当初比較２７．３％増の

１４億３０４万３千円を計上しております。

３款利子割交付金は、地方財政計画及び前年度決算額を勘案し、当初比較４９．６％

減の３，１９３万５千円を計上しております。

４款配当割交付金は、平成１６年度に創設されたものであり、地方財政計画及び前年

度決算額を基に７５７万８千円を計上しております。

５款株式等譲渡所得割交付金も平成１６年度に創設されたものであり、地方財政計画

及び前年度決算額を基に３１４万８千円を計上しております。

６款地方消費税交付金は、地方財政計画及び前年度決算額を勘案し、前年度当初比較

１３．０％増の９億４，５７７万９千円を計上しております。

７款ゴルフ場利用税交付金は大曲地区１カ所と協和地区３カ所の４ゴルフ場分で、前

年度当初比較２．６％増の２，０１０万円を計上しております。
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８款自動車取得税交付金は、地方財政計画及び前年度決算額を勘案し、対前年度比

４．４％増の３億１，９９７万８千円を計上しております。

９款地方特例交付金は、地方財政計画及び前年度決算額を勘案し、前年度当初比較

５．１％減の２億４，３７２万７千円を計上しております。

１０款地方交付税については、対前年度比６．８％増の１８４億６９２万６千円を計

上しております。

普通交付税については、合併支援分などの上乗せ分、段階補正などの減額分などを勘

案し、当初予算比較で２．６％増、１６年度実績比較で１．５％減の１６６億

４，６９５万２千円を、また、特別交付税は合併支援分の加算額を見込んだことから、

１６年度交付実績に対し、９．６％増の１７億５，９９７万４千円を計上しております。

１１款交通安全対策特別交付金は、１６年度交付実績とほぼ同額の２，３８８万３千

円を計上しております。

１２款分担金及び負担金は、対前年度比１６．０％減の５億６，６４０万６千円を計

上しております。

主な項目としては、ほ場整備事業費分担金など農林水産業費分担金が１億９，０２７

万４千円、保育所保育料負担金など民生費負担金が３億４，９７２万３千円であります。

１３款使用料及び手数料は、対前年度比１５．３％減の５億３，０５８万３千円を計

上しております。

主な項自としては、ねむのき駐車場や各観光施設使用料など商工使用料が１億

１，２８３万円、市民ゴルフ場、市営住宅使用料など土木使用料は２億１，１１５万２

千円、また手数料は、戸籍、諸証明など７，２１９万８千円であります。

１４款国庫支出金は、対前年度比２０・９％増の３７億９，１９７万７千円を計上し

ております。これは生活保護費負担金、まちづくり総合整備事業費補助金、合併市町村

補助金などの増によるものであります。

主な項目としては、知的障害者施設訓練等支援費負担金など社会福祉費負担金が４億

８，４１６万７千円、保育所運営費負担金など児童福祉費負担金は６億９，３５２万２

千円、生活保護費負担金は８億３，８５２万４千円、土木費国庫補助金は地方道路整備

臨時交付金、まちづくり総合整備事業費補助金など１０億６，８４２万８千円、委託金

は国民年金事務委託金など３，３３０万７千円であります。

１５款県支出金は、対前年度比１３．７％減の２３億５，４８２万６千円を計上して
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おります。

主な項目としては、保育所運営費負担金、国保保険基盤安定負担金など民生費県負担

金が４億９，１４２万９千円、総務費県補助金は、合併支援補助金など３億２，３５１

万６千円、児童福祉費補助金、医療給付費補助金などの民生費県補助金は５億

９，３０１万９千円、農林水産業費県補助金は、水田農業経営構造確立緊急対策事業費

補助金など６億３，８５４万６千円、委託金は、県民税徴収交付金や選挙費委託金など

２億２，２４０万９千円であります。

１６款財産収入は、土地貸付収入など対前年度比５５．２％増の８，４５１万７千円

を計上しております。

１７款寄附金は、存置項目として１千円を計上しております。

１８款繰入金は、対前年度比６０．４％減の１９億５，２１４万７千円を計上してお

ります。

財政調整基金繰入金が１３億７，０００万円、教育文化振興基金繰入金が１億円、地

域福祉振興基金繰入金が４億２，８００万円、ふるさと水と土保全基金繰入金が５千万

円などであります。

１９款繰越金は、前年度繰越金として４億５，０００万円を計上しております。

２０款諸収入は、対前年度比１０．７％減の１２億７，４０２万５千円を計上してお

ります。

主な項目として、貸付金元利収入８億９，２５１万７千円、検診納付金、芸術文化振

興事業収入など雑入は３億６，７７２万５千円、広域入所保育所運営受託費など受託事

業収入は１，１９０万６千円であります。

２１款市債は、対前年度比２６．２％減の５７億２，６１０万円を計上しております。

これは減税補てん債の借り換え分や臨時財政対策債の減及び普通建設事業費が前年に比

較し、減となったことによるものであります。

主な項目としては、道路橋りょう債や都市計画債などの土木債は２０億５，１８０万

円、農林水産業債は、ほ場整備事業債や林道整備事業債に７億３，３３０万円、交付税

の不足額の補てん措置として臨時財政対策債に１６億７，３１０万円を計上しておりま

す。

また、新たに合併に伴う基金造成債として３億８，０００万円を計上しております。

次に、歳出について順に申し上げます。
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１款議会費は５億４，５７７万円で、前年度当初と比べて４５・４％減となっており

ます。

主な項目といたしまして、議員報酬・期末手当及び共済費、議会活動費などを計上し

ております。

２款総務費は５７億８，４７８万６千円で、前年度当初と比べて１３．０％減であり

ます。

総務費における主な経費としては、総合計画等策定経費、大仙市誕生記念事業費、自

治会活動等支援事業費補助金、首都圏ふるさと会関連経費などを計上しております。

３款民生費は９９億８，６４７万３千円で、前年度当初と比べて２．２％減となって

おります。

民生費における主な経費としては、福祉医療費拡大分、すこやか子育て手当金などを

計上しているほか、介護予防地域支え合い事業費及びはり・灸・マッサージ施術費助成

事業費などの経費を計上しております。

また平成１６年度からの継続事業である３カ所の保育所建設事業費を計上しており、

本年７月及び８月の開園を予定しております。

４款衛生費は４２億６，３８９万１千円で、前年度当初と比べて１１．２％増であり

ますが、これは大仙美郷環境事業組合負担金などの増によるものであります。

衛生費における主な経費としては、各種検診事業などを実施するための保健事業費、

浄化槽設置整備事業費補助金、一般廃棄物最終処分場第四堰堤増設工事費などを計上し

ております。

５款労働費は、３億２，０１８万９千円で、前年度当初と比べて４．１％減でありま

すが、これは平成１６年度で終了した緊急雇用創出特別基金事業費などの減によるもの

であります。

主なものとして、出稼対策費、シルバー人材センター運営費補助金、大仙市雇用助成

金、勤労者福祉資金預託金などを計上しております。

６款農林水産業費は４１億８，４４８万２千円で、前年度当初と比べて１１．５％の

減であります。

農林水産業費における主な経費としては、無人ヘリオペレーター養成事業やライス

センター建設事業補助金などを中心とした生産基盤整備事業費、また大仙市水田農業ビ

ジョン確立の目的を達成するための１０のメニューによる農業者のサポートを目的とし
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た産地づくり推進事業費、担い手育成基盤整備事業費、フロンティア農業者研修費補助

金など、大仙市の基幹産業である農業の振興のための所要経費を広範にわたり計上して

おります。

ほかに、森林整備地域活動支援交付金事業費、林道整備事業費、森林病害虫防除対策

費などの林業支援経費、また鮭資源確保活用事業費などの水産振興経費についても所要

額を計上しております。

７款商工費は１５億６，７０１万円で、前年度当初と比べて３．３％増であります。

商工費における主な経費としては、中小企業活性化対策費や各地区での観光推進のた

めのイベントに対する補助金のほか、商工会議所及び各地区商工会への補助金、商店街

環境整備事業費補助金、商店街等開店支援制度助成金、地域商店等活性化事業費補助金

など商業の活性化を支援する経費を計上しております。

８款土木費は６０億８，２６４万４千円で、前年度当初と比べて９．６％増でありま

す。

土木費では、各地区から要望のあった道路新設改良事業費として１８億５９３万７千

円を計上しているぼか、神岡、中仙、協和各地区のまちづくり交付金事業費、大曲地区

まちづくり総合整備事業費、駅東線街路整備事業費など、新規及び継続事業の所要額を

計上しております。

なお、除雪対策費については、所要額の一部の計上であり、今後９月定例市議会で通

年ベースで必要な経費を補正計上する予定であります。

９款消防費は、前年度とほぼ同額の１６億４，４７３万４千円を計上しております。

消防費における主な経費といたしましては、防火水槽設置工事費などの消防施設・設

備整備事業費のほか消防団活動に必要な運営経費などを計上しております。

１０款教育費は４６億３，２４２万２千円で、前年度当初と比べて１３．１％減と

なっております。

教育費における主な経費としては、小中学校の学習活動や学校行事をより充実させ、

新規の教育活動を企画・実施する活動を支援するトライアルサポート推進事業費、また

小中学校教育の充実と効率化の一層の推進と情報漏洩防止実現のための教職員用コン

ピューター設置経費、さらには生涯学習推進事業、公民館主催事業などの社会教育推進

経費、各種スポーツ振興事業費、国民体育大会準備経費などを計上しております。

１１款災害復旧費は２，４８３万７千円で、前年度当初と比べて５２．３％減であり
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ます。

１２款公債費は６４億３，４１０万８千円で、前年度当初と比べて１５．７％減で計

上しております。

予算額が減となった主な要因は、先にご説明申し上げました減税補てん債借換分の減

額に伴うものであります。

１３款諸支出金は、大仙市土地開発公社に対する貸付金４，０００万円を計上してお

ります。

１４款予備費は５，０００万円を計上しております。

以上、平成１７年度一般会計予算の概要を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第４０、議案第５１号から日程第５５、議案第６６号

まで、１６件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 特別会計予算について申し上げます。

議案第５１号、平成１７年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算は、事業勘定で歳

入歳出それぞれ８６億６，４８６万５千円、診療所勘定で歳入歳出それぞれ１億

６，５５８万円、歯科診療所勘定で歳入歳出それぞれ６，７３８万９千円であります。

事業勘定の主な項目といたしまして、歳入１款国民健康保険税は、介護納付金分を含

め２５億２，９６８万円、３款国庫支出金は、療養給付費等負担金・財政調整交付金な

ど２９億６，０６７万５千円、４款療養給付費交付金は１１億９，３３２万８千円、８

款繰入金は保険基盤安定・職員給与費等・出産育児一時金、財政安定化支援などの一般

会計繰入金及び財政調整基金繰入金として９億２，３６９万８千円、９款繰越金は、前

年度繰越金として５億６７万３千円の計上であります。

歳出２款保険給付費は５７億７，６９６万３千円、３款老人保健拠出金は１６億

９，０７８万７千円、４款介護納付金は６億４，８２９万４千円、６款保健事業費は１

億１２２万５千円の計上であります。

診療所勘定の主な項目といたしまして、歳入１款診療収入は１億５，０２８万４千円、

５款繰入金は、一般会計繰入金など１，３７１万２千円の計上であります。

歳出１款総務費は、職員人件費及び一般管理事務費など１億２，７０６万７千円、２
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款医業費は２，０４０万４千円の計上であります。

歯科診療所勘定の主な項目といたしましては、歳入１款診療収入は３，０２３万円、

４款繰入金は、一般会計繰入金として３，７１４万７千円の計上であります。

歳出１款総務費は、職員人件費及び一般管理事務費など５，４４７万６千円、２款医

業費は８６５万６千円の計上であります。

次に、議案第５２号、平成１７年度大仙市老人保健特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ１０５億６，２８２万７千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款支払基金交付金は５９億６，７００万１千円、２

款国庫支出金は３０億１，９６８万１千円、３款県支出金は７億４，４３３万８千円、

４款繰入金は一般会計繰入金として８億３，１８０万５千円の計上であります。

歳出１款総務費は、職員人件費、老人保健事務費及び医療給付事務費として

９，６９３万１千円、２款医療諸費は、医療給付費などとして１０４億４０９万４千円

の計上であります。

次に、議案第５３号、平成１７年度大仙市土地取得特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ１，８８４万７千円であります。

歳入１款繰入金は、一般会計繰入金として１，８８４万７千円の計上であります。

歳出１款公債費は１，８８４万７千円の計上であります。

次に、議案第５４号、平成１７年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算は、歳入歳

出それぞれ２８億５６９万９千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款国庫支出金は１１億７，６５７万２千円、２款県

支出金は４，０４５万７千円、３款繰入金は、一般会計からの繰入金として４億

４，７４７万円、４款市債は１１億４，１２０万円の計上であります。

歳出１款事業費は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業の補助事業費、単独事業費、

県補助事業費及び住宅市街地総合整備事業費など、合わせて２４億８，１４５万３千円、

２款公債費は３億２，４２４万６千円の計上であります。

次に、議案第５５号、平成１７年度大仙市学校給食事業特別会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ１２億６，７４５万８千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款繰入金は、一般会計繰入金及び基金繰入金として

７億２，１４４万７千円、２款諸収入は、給食費納付金など３億７，９３１万１千円、

３款市債は、学校給食センター建設事業債として１億６，６７０万円の計上であります。
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歳出１款給食事業費は、給食材料費、調理運搬業務委託料及び学校給食センター建設

事業費などで１１億７，７５８万円の計上であります。

次に、議案第５６号、平成１７年度大仙市奨学資金特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ４，６５８万７千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、奨学基金からの繰入金として

１，５４０万４千円、４款諸収入は、奨学資金貸付金の元金償還分として２，８６３万

３千円の計上であります。

歳出１款奨学資金貸付金は、奨学資金貸付金及び事務費として４，６５８万７千円の

計上であります。

次に、議案第５７号、平成１７年度大仙市宅地造成事業特別会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ２億６，５４５万１千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款財産収入は、土地売払収入として２億２，７７１

万２千円、２款繰入金は、一般会計繰入金として３，７７３万７千円を計上しておりま

す。

歳出２款事業費は、宅地造成事業費として、払田地区、小種地区、木売沢地区、強首

地区、合わせて２億６，５３５万１千円を計上しております。

次に、議案第５８号、平成１７年度大仙市簡易水道事業特別会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ２２億２，８７８万９千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、水道使用料などとして３億

９，０６５万円、３款国庫支出金は、簡易水道等施設整備費国庫補助金で４億

９，２５６万２千円、５款繰入金は、一般会計繰入金として３億３，４４５万３千円、

８款市債は、簡易水道整備事業債として８億５，８３０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、職員人件費及び一般管理費として２億９，４０６万７千円、２款

事業費は、簡易水道事業費として、西仙北地区、中仙地区、協和地区、南外地区、仙北

地区、合わせて１４億３，１５６万円を計上しております。

次に、議案第５９号、平成１７年度大仙市公共下水道事業特別会計予算は、歳入歳出

それぞれ２６億９，８６３万９千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、下水道使用料などとして２

億４，４７０万９千円、３款国庫支出金は公共下水道事業費国庫補助金で４億６７０万

円、４款繰入金は、一般会計繰入金として７億３，８９３万３千円、７款市債は下水道
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事業債として１２億２，２３０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、職員人件費及び下水道維持管理費など３億４，３７０万６千円、

２款事業費は、下水道事業費として、大曲地区、神岡地区、西仙北地区、中仙地区、仙

北地区及び流域下水道事業費負担金で、合わせて１３億６，３８２万２千円を計上して

おります。

次に、議案第６０号、平成１７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

は、歳入歳出それぞれ２億１，４５０万６千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、下水道使用料などとして

３，０７８万円、３款国庫支出金は特定環境保全公共下水道事業費国庫補助金で

２，２００万円、４款繰入金は一般会計繰入金として８，１７５万４千円、７款市債は

下水道事業債として７，８２０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、職員人件費及び下水道維持管理費など３，８００万７千円、２款

事業費は特定環境保全公共下水道事業費として４，５４０万円、３款公債費は１億

３，００９万９千円を計上しております。

次に、議案第６１号、平成１７年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算は、

歳入歳出それぞれ８，１６４万３千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、浄化槽使用料などとして

１，０８１万８千円、３款国庫支出金は浄化槽市町村整備推進事業費国庫補助金で

２，２２５万６千円、４款繰入金は一般会計繰入金として３６４万４千円、７款市債は

特定地域生活排水処理事業債として３，７７０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、浄化槽維持管理費など１，１８２万４千円、２款事業費は浄化槽

整備事業費として西仙北地区、協和地区、合わせて６，７８５万９千円を計上しており

ます。

次に、議案第６２号、平成１７年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算は、歳入歳

出それぞれ２７億３，９３３万３千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、農業集落排水使用料など１

億８２万９千円、３款県支出金は農業集落排水事業費県補助金で９億７，４４２万５千

円、５款繰入金は一般会計繰入金及び基金繰入金として５億８，３１３万４千円、８款

市債は農業集落排水事業債として９億１，１２０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、農業集落緋水維持管理費及び農業集落排水事業債償還基金積立金
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など３億５７９万３千円、２款事業費は農業集落排水事業費として、大曲地区、神岡地

区、中仙地区、協和地区、仙北地区、太田地区、合わせて１８億２，８５９万円を計上

しております。

次に、議案第６３号、平成１７年度大仙市介護老人福祉施設介護サーピス事業特別会

計予算は、歳入歳出それぞれ１１億８，７８６万円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款サービス収入は、施設介護サービス費収入などと

して１０億８９７万８千円、６款繰入金は一般会計繰入金として７，７４８万１千円、

７款繰越金は前年度決算見込みによる繰越金として１億円の計上であります。

歳出１款総務費は、職員人件費及び一般管理費など９億２，１８３万１千円、２款

サービス事業費は、施設介護サービス事業費など１億７，４８７万５千円を計上してお

ります。

次に、議案第６４号、平成１７年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計予算は、歳入歳出それぞれ８億５，４０２万５千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款サービス収入は、施設介護サービス費収入など７

億１，２１５万１千円、４款繰入金は一般会計繰入金として１億１，０３７万３千円、

５款繰越金は、前年度決算見込みによる繰越金として２，０００万円の計上であります。

歳出１款総務費は、職員人件費及び一般管理費など６億７，４２１万３千円、２款

サービス事業費は、施設介護サービス事業費など１億４０１万３千円を計上しておりま

す。

次に、議案第６５号、平成１７年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算は、歳

入歳出それぞれ１億９，８２３万７千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款サービス収入は、介護給付費収入などとして１億

３，１０７万９千円、３款繰入金は一般会計繰入金として６，４５５万２千円の計上で

あります。

歳出１款総務費は、職員人件費及び一般管理費など１億１，７９３万９千円、２款

サービス事業費は、居宅サービス事業費として６，９６４万７千円を計上しております。

次に、議案第６６号、平成１７年度大仙市スキー場事業特別会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ５，８９１万６千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１１款使用料及び手数料は、スキーリフト使用料など

として３，７６８万１千円、３款繰入金は、一般会計繰入金として１，９７９万１千円
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の計上であります。

歳出２款事業費は、スキー場運営費として２，７６７万９千円、３款スキー場費はス

キー場管理費及びリフト運転費として２，９７８万９千円の計上であります。

以上、平成１７年度特別会計予算の概要を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） はい、４６番千葉さん。

○４６番（千葉 健君） 総務部長さんから予算の説明をいただきましたけれども、

ちょっとお聞きしたいんですけども、建設事業一覧が今日新しく配付されましたけれど

も、前にいただいている一覧表とどっちが正しいものでしょうか。

○議長（加藤 勲君） はい、総務部長。

○総務部長（久米正雄君） 先ほどお配りした建設事業の一覧は、昨日の議会運営委員会

で予算原案時のときの普通建設事業の一覧と、今回、前に配付しております資料として

議会内示のときに配付しました普通建設事業の一覧と、予算原案時と当初予算案でどの

ように何と変わったか知りたいというふうなことで、昨日、資料を求められましたので、

今日配付したものでございます。

それで、普通建設事業の一覧については、この前のそれぞれの各旧町村単位に説明し

たときの資料が当初予算の普通建設事業の一覧でございます。

○議長（加藤 勲君） はい、千葉議員。

○４６番（千葉 健君） 予算の中に印刷されている数字は全部は前の……予算の中に組

み込まれているけれども……例えば駅前区画開発事業の……。

○議長（加藤 勲君） はい、総務部長。

○総務部長（久米正雄君） この普通建設事業の中には、事業費支弁人件費として人件費

も含まれます。そういうことで、この前に手渡した資料については、人件費を含まない

純事業費というふうなことで書いているものもございますので、私が今この予算の内容

と説明している部分と若干その人件費の関係で合わない部分はございます。

○議長（加藤 勲君） はい、４６番千葉さん。

○４６番（千葉 健君） ４７ページ、歳出のところの大曲駅前第二地区土地区画整理の

予算書の中で２億１００万ですか、これが前の数字で出ておるんですけれども、こちら

の方ではかなり数字が上になって出てきているんですけれども、そうすると、それは人
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件費とか何かの…。

○議長（加藤 勲君） はい、久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君） 予算書の４６ページの３、歳出１款事業費１款１項１目１０

事業、駅前第二地区土地区画整理事業費（補助分）２０億１，０００万円とございます。

それで予算原案時にお配りした資料には、ちょうど中ほどになりますけれども、駅前第

二地区土地区画整理事業費（補助分）として２０億１，０００万円となっておりますの

で、この部分については一致しております。

○４６番（千葉 健君） だけども、今の新しいやつに、こういうふうになってないです

よね。

○総務部長（久米正雄君） その、今日渡した分については、今年の３月のときに、まだ

合併する前にそれぞれの町村で持ち寄った予算原案、そのときの資料なんです。昨日の

議会運営委員会で予算原案時から予算額が三十数億減額となりましたので、それはどこ

の部分が減額となったか知りたいというふうなことで資料を求められましたので、それ

とは合いません。

○４６番（千葉 健君） わかりました。

○議長（加藤 勲君） ４６番、いいですか。

○４６番（千葉 健君） はい、わかりました。

○議長（加藤 勲君） それでは、次に日程第５６、議案第６７号から日程第６２、議案

第７３号まで、７件を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 各財産区の特別会計予算について、ご説明申し上げ

ます。

議案第６７号、平成１７年度大仙市内小友財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

５１万４千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰越金は、前年度繰越金として３７万１千円の計

上であります。

歳出２款財産費は、山林保育経費など１７万１千円の計上であります。

次に、議案第６８号、平成１７年度大仙市大川西根財産区特別会計予算は、歳入歳出

それぞれ３５万７千円であります。
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主な項目といたしまして、歳入１款財産収入は、土地貸付収入など１８万３千円の計

上であります。

歳出１款管理会費は、管理会運営費など３０万７千円の計上であります。

次に、議案第６９号、平成１７年度大仙市大沢郷財産区特別会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ２４万５千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、一般会計繰入金として２１万７千円の

計上であります。

歳出１款管理会費は、財産区管理会費として２４万円の計上であります。

次に、議案第７０号、平成１７年度大仙市荒川財産区特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ２３３万２千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、基金繰入金として１２０万円の計上で

あります。

歳出２款総務費は、財産造成費など１３４万７千円の計上であります。

次に、議案第７１号、平成１７年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ３９６万９千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、基金繰入金として２３０万円の計上で

あります。

歳出２款総務費は、財産造成費など２９０万１千円の計上であります。

次に、議案第７２号、平成１７年度大仙市船岡財産区特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ２０３万３千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、基金繰入金として１６０万円の計上で

あります。

歳出２款総務費は、財産造成費など１０５万３千円の計上であります。

次に、議案第７３号、平成１７年度大仙市淀川財産区特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ３１５万５千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、基金繰入金として２９０万円の計上で

あります。

歳出２款総務費は、財産造成費など１４５万５千円の計上であります。

以上、平成１７年度各財産区の特別会計予算の概要を申し上げましたが、よろしくご

審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。
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○議長（加藤 勲君） 日程第６３、議案第７４号、平成１７年度市立大曲病院事業会計

予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。高橋市立大曲病院事務長。

○病院事務長（高橋大樹君）【登壇】 それでは、議案第７４号、平成１７年度市立大曲

病院事業会計予算について、ご説明申し上げます。

初めに、予算の概要説明に入ります前に、市町村合併による当院の医療法上の取り扱

いを申し上げますと、当院は大仙市発足と同時に新たに１２０床の精神科・神経科及び

内科を標榜する病院として開設したものとなっております。したがいまして、平成１７

年度の市立大曲病院事業会計予算につきましては、当院として初めての年間予算との報

告になるということでございますので、よろしくお願いを申し上げます。

それでは、１７年度予算についてご説明申し上げます。

まず、予算の第２条業務の予定量についてでありますが、入院患者数につきましては、

１日平均患者数を、一般精神病棟では６７人、老人性痴呆疾患療養病棟では４６人の、

合わせて計１１３人と見込んでおります。年間延べ患者数を４１，２４５人としており

ます。

また、外来患者数につきましては、１日平均患者数を５０人と見込み、年間延べ患者

数を１２，２００人としております。

次に予算の概要でありますが、予算の第３条収益的収入及び支出の予定額につきまし

ては、収入支出ともに８億５，７４７万７千円の計上であります。

収入の病院事業収益第１項医業収益は６億２，２８３万１千円で、主な内訳は、入院

収益が５億２，３８１万１千円、外来収益が９，６３８万円となっております。

また、第２項医業外収益は２億３，４６４万６千円で、主な内訳は、負担金交付金の

一般会計からの負担金で２億３，４１５万７千円であります。

一方、病院事業費用ですけれども、第１項医業費用は７億９，４４６万２千円であり

ます。

内訳を申し上げますと、結与費が職員の給料、手当、各種賃金、法定福利費等で４億

９，２２７万１千円です。

材料費が薬品購入等で７，６０７万８千円、経費が電気・水道料の光熱水費、冷暖房

用重油等の燃料費、各種業務の委託料などで１億４，２２０万１千円、建物、機器等の
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減価償却費が８，０４９万円でございます。

治験材料費や医療情報誌購入図書費、研修旅費、負担金等の研究研修費が３４２万円

であります。

また、第２項医業外費用は６，１５１万５千円で、そのほとんどが現在の病院建設の

ための企業債３件分の支払利息であります。

第３項予備費は１５０万円を計上いたしております。

次に、予算の第４条資本的収入及び支出の予定額につきましては、資本的収入には予

定がなくゼロであります。

一方、資本的支出は６，７５４万４千円で、第１項建設改良費は、入院患者用公衆電

話の設置費で１２万４千円、第２項企業債償還金は、環在の病院建設のための企業債元

金償還分で６，６４２万円となっております。

第３項予備費につきましては、１００万円を計上いたしております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額６，７５４万４千円につきま

しては、過年度分損益勘定留保資金より充てんするというふうになっております。

予算の第５条一時借入金の限度額、第６条予算の流用に関する事項、第７条たな卸資

産の購入限度額につきましては、それぞれ記載のとおりであります。

以上、平成１７年度市立大曲病院事業会計予算の概要についてご説明申し上げました

が、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

以上です。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第６４、議案第７５号、平成１７年度大仙市上水道事

業会計予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。田口水道局長。

○水道局長（田口良邦君）【登壇】 平成１７年度大仙市上水道事業会計予算について、

ご説明申し上げます。

第２条の平成１７年度の業務の予定量でありますが、給水戸数は１２，６７７戸とし、

年間総配水量は４２５万１，０００立方メートル、１日平均配水量１１，６４５立方

メートルを予定量としており、有収率については９０％を見込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出につきましては、収入であります上水道事業収益

を７億９，１４７万９千円、支出となる上水道事業費用を６億７，１７０万２千円を計
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上いたしております。

この事業収益並びに事業費用に含まれている消費税を控除した純利益につきましては

８，７０３万８千円を見込んでおります。

収益の主なるものは、営業収益といたしまして、水道料金７億８，０８６万４千円の

ほか給水装置工事検査手数料などその他営業収益１，０３８万５千円、営業外収益とい

たしまして雑収益など２２万９千円でございます。

また、営業費用の主なものは、職員給与費２億５１万８千円、委託料３，９２２万２

千円、修繕費３，４４７万８千円、動力費２，７３１万９千円、減価償却費２億２７３

万５千円であり、営業外費用として企業債利息など９，４９９万１千円でございます。

次に、第４条の資本的収入及び支出につきましては、収入といたしまして５億４９０

万円を見込んでおります。

支出につきましては８億６，１４２万５千円を見込んでおり、支出に対する財源不足

額３億５，６５２万５千円につきましては、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益

勘定留保資金、減債積立金、繰越利益剰余金処分額で補てんするものでございます。

収入の内容といたしましては、工事負担金として大曲駅前第二地区土地区画整理事業

に伴う配水管移設工事負担金など２，９４０万円、他会計負担金として消火栓設置に伴

う一般会計からの負担金４５０万円、企業債として４億５，０００万円、石綿セメント

管更新事業の国庫補助金２，１００万円を見込んでおります。

また、支出につきましては、建設改良費６億７，７７７万８千円、企業債元金償還金

１億８，２７９万７千円などでございます。

建設改良費の主なものは、浄水施設工事費として宇津台浄水場に容量３，０００トン

の配水池新設工事ほか３カ所、配水管拡張工事として、花館中野地区ほか６カ所、延長

約４．５キロメートルを計画しております。

また、石綿セメント管更新事業として、花館字唐関地内ほか、更新延長１，９８０

メートルを計画しており、平成１７年度末で更新事業完了の予定であります。

消火栓設置工事につきましては、新設・移設で６基を予定しており、配水管移設工事

につきましては、大曲駅前第二地区土地区画整理事業に伴う配水管移設工事など４カ所、

配水管改良費として、大曲あけぼの町など２カ所を予定しており、総事業費として６億

６，４８２万６千円を計上いたしております。

このほか、管路図台帳作成費として５４３万円、営業設備費として水中ポンプ購入な
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ど４５２万２千円をそれぞれ計上いたしております。

今後とも、上水道事業の運営につきましては、効率的な運営を図るとともに、施設の

維持管理につきましても十分留意いたしまして、水道利用者に安全でおいしい水の供給

とサービスの向上に努めてまいる所存でございますので、ご理解とご指導を賜りますよ

うお願い申し上げます。

以上、予算の概要についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） これにて本定例会に上程されました議案等についての説明が終了

しました。

○議長（加藤 勲君） お諮りいたします。議案等調査のため、６月１０日から６月１４

日まで、５日間休会いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、６月１０日から６月１４日まで、

５日間休会することに決しました。

○議長（加藤 勲君） 以上で本日の日程は、全て終了しました。

本日は、これをもって散会し、来たる６月１５日、本会議第２日を定刻に開議いたし

ます。

散会いたします。

ご苦労さんでした。

午後 ２時１１分 散 会


